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【Ⅰ－６（充実が求められる領域／歯科医療の充実）－①】 

障害者歯科医療の充実 
骨子【Ⅰ－６－(1)】 

第１ 基本的な考え方 

 

１．障害者は、一般の患者に比べてう蝕（むし歯）や歯周疾患等が重症化

しやすいなどの特性を有することや、患者の状態により短時間で頻回な

口腔衛生指導が必要となる場合があることを踏まえ、重症化予防のため

のよりきめ細かな口腔衛生指導を行った場合の評価を新設する。 

 

２．歯科診療所において、障害者に対する歯科治療が困難な場合は、障害

者歯科医療に係る体制を整備し、より専門性の高い歯科診療を行ってい

る病院歯科、口腔保健センター、障害者歯科医療センター等へ円滑に引

き継ぐことが重要である。このことに鑑み、障害者歯科における医療機

関間の連携を促進する観点から、病院である保険医療機関等が歯科診療

所と緊密に連携し、歯科診療所における歯科治療が困難な患者を受け入

れた場合の評価を新設する。 

 

３．地域における障害者歯科医療に係る十分な情報提供の推進や、医科医

療機関、ケアマネジャー等との連携促進を図る。 

 

 

第２ 具体的な内容 

 

１．障害者に対する歯科衛生実地指導の評価の新設 

 

障害者の身心の特性に応じたよりきめ細やかな歯科衛生実地指導の

評価を新設する。 

 

現 行 改定案 

【歯科衛生実地指導料】    

80 点  

 

【歯科衛生実地指導料】  

１ 歯科衛生実地指導料１   80 点 

２ 歯科衛生実地指導料２   100 点 ○新    




